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電力発振器の電極電圧波形

黒　　部　　貞　　一

田川遼三郎
G1召和31年2月29日受理）

The　Waveforms　of　the　Electrode

　　　　　　　　　on　the　Power　Oscillator

Voltage

　　Teitehi　IKUROBE

Ry－o’zabur－o　TAGAWA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　The　waveforms　of七he　grid　vol七age　and　the　plate　voRage　are　generallyもreating

as　the　sine　waves　on七he　power　oscilla七〇r，　but七he　waveforms　of　the　grid　vo玉七age

are　llo七a｝waysもhe　sille　waves　owingも。もhe　voltage　drop　by七he　grid　current．

　　　We　measured七he　osci｝logram．s　ofもhe　waveforms　and　main　working　quantities

。。。yi。g　th，　pl・七・1・・d　imp・d…eahd　th・七・nk・i・cuit・・p・・i七y・・d　in・e・七i・g七h・

resis七ance　and七he　inducもance　in　series　wi七h七he　grid　circui七〇ll七he　pla七e　tuned

eireuit，　Hartley　eireuit　and　Colpitts　eircuit．

　　　The　results　are　as　follews．

　　　1．The　waveforms　o£　the　plaもe　voltage　are伽e　sine　waves・

　　　2．　The　waveforms　of　ehe　grid　voltage　are　nearly　sine　waves　on　Hartley　and

Colpitts　cireuits，　and　are　eoiisiderably　disturbed　on　the　plaee　tuned　eircuit．

　　　3．　The　dis七urbaBces　are　generally　large　when　the　plate　load　impedance　is　large

and　the　tank　eireuit　capaeity　is　small．

　　　4．　The　very　overvolもage　condi七ion　occurs　when　the　inductance　is　inserもed　in

series　wi七h七he　grid翼circuit，　　　　母、
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2 黒部貞一・田川遼三郎
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1．緒 言

　一般に高周波応用電源として広く用いられている電力発振器の電極電圧波形却ち陽極電圧波形

及び格子電圧波形は正弦波として取！扱われている．しかして陽極電圧波形はタンク回路がほぼ

共振している故に正弦波であるが，絡子電圧波形は格子誼流による電圧降下のため必ずしも正弦

波とは限らない．その波形は発振回路によPl，また回路条件によって種々変る．然るにこれらの

詳細につV・ては未だ明らかにされてV・ない。そこで発振回路としては陽極同調型，ハートレー型

及びコルピッツ型の三種につき，越路条件としては陽極負荷抵抗及びタンク回路の静電容量を種

々変えた場合並びに格子國路に抵抗及びインダクタンスを挿入した入合につbて，種々のオシロ

グラムをとPlまた主な動作量を測定して，それらの結果に考察を加えた，但し使用真室管は田：B－

508CであPl，陽極電圧波形は主要なもののみをのせた，

2．陽極同調型

　実験に使用した回路は第1図の如きもので，L，，　・・　39．4mH，　Lfy＝9．7mH，　M＝7．　3　mHであ

る．これを簡単化して基本波につV・て等価固路を描けば第2図の如くなる．但し陽極國路は並列

回路を直列回路に変換してある．図においてEfJt，　R，，！，　Cptは直列変換した時の格子電圧，陽極

抵抗及び陽極容量であPl，R，fは基本波につViての格子陰極聞の抵抗，　Coはしσの分布容量及

びその他の漂遊容量，ち，Iaはそれぞれ陽極電流及び格子電流の葱摯本波分である．第2図より

　　　　　　　　　　　　　　ち＝μEσ’／〔z，，十（ωハ4）2／2ら〕
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第　2　図



3 電力発振器の電極電圧波形 3

下しZl，は陽極回路インピ…一ダンスで陽極回路はほぼ共振している故Zp＝Rptである．　Zyは

格子回路インピーダンスである．故に

　　　　　　　　ゲ響ち＝乖鵠り∵糖

但しろノは格子回路閉炉の時L，，を流れる電流で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ！＝／■　Efl’／Rpノ

　故に格子回路につV・ての基本波の等価回路は第3図の如くなる．しかして実際の格子電流は第

4図の：如く斑弦波とは異なる．　そこでこのような一般
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　．zz’t“　Ls

波形野合にも近働聯3図を適用するために鰍・L、：i・c．　1”’N”一Rs　Rsf，

瓦∫は格子瞬時電流i，Jの函数とな夢，　i、Jが大なるに従

論繍繍唾壷語弊謙ll」L△一L／L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　図正弦波であ）1，第3図の起電カーブω醒ろ1及び結合イ

ンピーダンス（ωル2）2／乙，は近似的にそのままの値としてよい．この様に解釈すれぼ第3図によ

つて種々の揚合の格子電圧波形のオシログラムを説明することができる．以下種々のタンク回路

容量C2、，陽極負荷インピ＿ダンス1㍉並びに格子回路に抵抗及びインダクタンスを挿入した揚合

につV・て格子電圧波形及び陽極電圧波形のオシログラム及び主な動作量を記し，考察を加える．

　（a）　OP＝5000　pFの場合

　i）　R，，＝100K：Ωの揚合「

　陽極負荷インピーダンスの高V・揚合で，第5図（a）及び（b）はそれぞれ格子電圧波形及び陽

極電圧波形であり，掃引周波数は6K：Cである．格子電圧波形におV・て直線は0電位であJl，

直線より上の部分は格子電流が流れる部分，下の部分は格子電流が流れなV・部分である．図にお

いて正の部分にはギザギザがあり，負の部分には小振動が重醤してV・る．これは第3図を参照し

次のように解釈できる，Rafは路子電流が流れない時には無限大である故，格子電流が流れ終る

時は丁度スイッチアウトの時と同様であpt，その時過渡現象がおこる．しかして格子回路には

L｛，Coなる振動回路があり，この振動回路の自由振動が重畳するtとになる．また柊子電圧疋

の時は後記の如く過電圧状態であり，陽極電位が一部負になり格子電流が急増して，R，，fの変化

が激しく波形が不規期になる．また陽極電圧波形はほぼ正弦波であるが負側に小なる節がある．

これはタンク回路が共振してV・る故正弦波となることは当然であり，負側の小なる節は格子電圧

の正の部分のギザギザによる陽極電流の乱れがタンク回路電流に若干影響したものである．
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写真A　陽極同調型

第7図（b）

4

第6図（a）

第6図（b）

第8図（a）

第8図（b）



5 　電力発振器の電極電圧波形

写真B　陽極同調型

第8図（c）

第9図（b）

第10図（a）

第11図（a）

5

第9図（a）

第9図（c）

第10図（b）

第11図（b）
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第　　1　　表

　　　　　＿丑・鯉）．1＿で∵．1．＿勉＿i．一．．感泣．圭Ea・／E・一

　　　　　　　　loo　1　o．lso　1　1．27　1　o．43　i　o．sl
　　　　　　　　　10　i　O．167　1　O．99　111　O．13　11i　O．72

　　　　　　　　　互一一＿．0・1621一．．9・73．i．．＿岬一一一⊥．…旦㎎．．．

　主な動作量は第1表の．R～，＝100K：Ωの行の如くである．但し

　　　k・・：Ef，／Ep：格子交流電圧振輻と陽極交流電圧振幅との比で反結合係数

　　　ξ，，＝：E、，／EB：陽極交流電圧振幅と陽極直流電圧との比で電圧利用率

　　　煽／ち。：格子直流電流と陽極直流電流との比

　　　Eft＋／Eσ．：格子交流電圧の正の振幅と負の振帳との比

　これXPI電圧利用率が1よ）1大で過電圧状態になってV・ることが分る．また1、ao／ろ，。の値が非

常に大なる値を示してbる．これは鳥が大になると共にIpoは念激に減少しん。は増加するた

めである1）．またEtt＋／Ef，　．．が1よP；減少しているのは格子電流による直列インピ・一一ダンスの電

圧降下によるものである．

　ii）　R，，＝10　KΩの揚合

　負荷インピe一一ダンスが申位の時で，第6図（a）及び（b）はそれぞれ格子電圧波形及び陽極電

圧波形であり，掃引周波数は6KCである．格子電圧波形は負側に振動が重畳してV・るが正側は

平滑である．正側が平滑になったのぼ過電圧状態でなくなったためである．また陽極電圧波形は

負側の節がなくなったが，これは格子電圧波形の正側が平滑になったためである．

　主な動作量は第1表のR，，讐10KΩの行の如くである．　feが100　KΩの時に比し減少したの

は瓦，の減少のためタンク鳳路が若干離調し，たが複素数になったためである2）．またξp及び

Lyo／1，。が減少したの19　R，，が減少した時の発振器の特性である1）．　Eft　＋／Eft一が減少したのは

（ωM）L’／罵，’が増加したため，その電圧降下が大になったためである．

　iii）　R，，＝5　KS）の場合

　陽極負荷インピーダンスが低V・揚合で第7図（a）及び（b）はそれぞれ格子電圧波形及び陽極

電圧波形であPl，掃引周波数k：6K：Cである．両波形ともRl、＝10　KΩの揚合とほぼ同様であ

るが，格子電圧波形は若干平滑化されている．

　主な動作量は第1表のR2，筥5KΩの行に示す如くである．ξ2，がかなり減少してv・るのは瓦，

の減少のためであり，Ivo／ろ、oがかなD減少しているのもRl，の減少の結果である．

　（b）　Op＝1000　pFの場合

　タンク回路の容量の値を（a）の回合の1／5にした歩合であ）1，後記の如くコイルの分布審最

及び漂遊容量が約800pFなる故，周波数が約1．8倍になるとともに回路のQは1／1．8倍にな

）1，陽極回路の直列抵抗Rptは（1．8）2篇3．24倍になる．また陽極負荷インピーーダンスRl」及
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び結合インピーダンス（ω躍）2／Re，ノの値は変りない．

　第8図（a），（b）及び（c）はそれぞれR，，＝100K：Ω，10K：Ω及び5KΩの時の格子・電圧波

形であり，掃引周波数は10K：Cである．　tの場合の波形はC，，：：・：5000P：Fの揚合に比し蕉の部

分はほぼ同様であるが，負の部分は：亜回した小振動の山の数がやや減少してv・る．これは発振周

波数がやや増加し，Lg，　Coの回航周波数が変らないためである．

　主な動作量ぼ第2表の如くである。この傾向もC，，＝5000pFの揚合とほぼ配賦である．ただ

E醗／E｛，一の値がかfs　）1　nSl少しているのは周波i数が高くなつ疫ため，Lf，と0。の並列インピーダ

ンスが高くな如，その電圧降下が影響したためである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　　表

Rv（Kn）

　100
　　10

　　5

1c

O．160

e．148

0．148

ep

1．41

1．06

0．72

Ige／lpo　1　Eti＋／－E7e－

O．3i2　i　O．60
0．0972　1　O．54
0．0438　［　O．56

　（c）　OpxOの場合

　タンク回路の蓄電器を取pt去り，コイルの分布容量，糞察管の電極間容量等により発振させた

場合である．～二の場合発振周波数はC，，＝1000pFの揚合の約1．5倍である．これよPlコイル

の分布客量及び漂遊容量は約800pFとなる．回路のQは1／1．5倍，　R2，tは（1．5）2＝2．25倍

と7s　Pl，Rp及び（（oM）2／R2，tは変りない．

　第9図（a），（b）及び（c）ぼそれぞれ．R2〕　＝＝　100　Kft，10　KΩ及び5　K（しの時α）格子電圧波

形であり，掃引周波数は20KCである、この揚寸前二者と異る点は負側に小振動力§無くなった

ことである．これは周波数が増してLa，　Coの断面周波数と発振周波数がほぼ等しくなって同調

したためである．

　この時の主な動作量は第3表の如くである．ここで特にEft＋／Efr一が著るしく小になってV・る

のぼしaとCoの同調のためである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表

Ra）　（K　O．　） lc ep

100

10

　5

O．158

0．142

0．136

1．53

1．06

0．67

を亜＿L一砺／E・．．

O．286　i　o．3rirs

o．0712　1　o．3s2

0．0308　1　O．387

（d）格手回路に直列抵抗及び直列インダクタンスを挿入した場合

i）　薩列抵i抗Rs＝200Ωを挿入した場合　　但しC2，＝5qoO　pF

第10図（a）及び（b）はそれぞれRp　＝100　KΩ及び10：KΩの揚合の格子電圧波形であ
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9，掃引周波数は5．5：KCである．　R、，　・＝100KΩの揚合正の部分のギザギザは過電圧状態のた

めである．また負の部分の平滑であるのは　　　　　　　　　　第　4　表

直列抵抗碍によって非振動的となったた

めである．

主激動作言は第4表の如くである．ここ

Rp（KQ）
lc ep ち。／ち。

leo

10

O．126

0．120

1．22

0．97

O．222

0．es2

でfeがかなb減少しているのはR、による電圧降下のためである．

　ii）　直列インダクタンスL、＝　25　mHを挿入した揚合　　但しC，，＝　5000　pF

　第11図（a）及び（b）はRl，寓100　KΩ及び10　KS）の揚合の絡・子電圧波形であり，掃引周

波数ぼ5．5K：Cである．抵抗を挿入した場　　　　　　　　　　第　5　表

合との相異は負の部分がかなり歪を生じて

いる点である．これはしs及びその分布容

量：による過渡現象のためである．

Rv（KQ） k e． L。／ち。

100

10

O．156

0．157

1．37

0．99

O．159

0．069

主な動作量は第5表の如くである．抵抗を挿入した揚合とほぼ同様であるが，インダクタンス

の電圧降下の：方が小なるためんは大となっている．

3，ハ・一トレP一一型

実験に使用した回路は第12図の如きもので，La，＝25．91nH，　Lg　＝1．72　mH，　M＝5．9mH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である．これを簡単化して基本波

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について等価回路を描けば第13

2畑
Yt（Ee）

Aif120）

ゲ

瞭母） 晦③
響「¢㌧
『

ρ・ ％　銘
ノ月

…禅一・五∫

8κ∫≧ ’脚 浴E’唖

岬↓i H

　　B’6e8彼形）

　第　12　図

1…汝「灘：乙・

8・ぐ％．）

に．正弦部分波となるが，

Re　図の如くなる．～二の揚合r2）及び

　　Rgfは基本波に対する真塞管の内

　　部抵抗及び格子陰極間抵抗であ

　　る．これを一般的の場合に拡張す

　　るにはrp及びRaノの値をそれぞ

　　Sz　t’i）及び¢σの函数とすればよb．

　　その時7h、を流れる電流ぼ近似、的

　　　　　　　タンク回路電流は共振

　　　一爆re，∠P％L｝　R7f状態一門ほ駐弓玄灘妨そ轍R・・
　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　の両端の電圧はほぼ正弦波であり，ただRgfの

　　　　　　　　　第　13図　　　　　　　　値によって若干変化するのみである．

　（a）　Opg＝SOOO　pFの場合

　第工4図（a），（b）及び（c）はそれぞれR、＝100KΩ，10KΩ及び5KΩの場合の格子電

犀漢形で」to　Pl　1（d）はRρ＝エO　KΩの揚合の陽極電圧波形である．掃引周波数は6KCである．



9 　電力発振器の電極電圧波形

写真C　ハートレー型

第14図（a）

第14図（c）

第15図（a）

9

第14図（b）

第14図（d）

第15図（b）

第15図（c）
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写真D　ハ・・N一トレー型

幅16図（a）

第16図（c）

第17図（b）

第18図（a）

10

第16図（b）

第17図（a）

第17図（c）

第18図（b）
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格予電圧波形は何れもほぼ正弦波であるが，R，，＝エ00　KΩの揚合のみ正のピークの部分がやや

平滑でない．これはR戸100　KΩの時のRfrfの値が可なり小になったためである．また陽極

電圧波形は綺麗な正弦波である．

　主な動作量は第6表の如くである．この揚合んの値が瓦，に無関係に一定であるが，これはハ

・一 gレー型では回路的に陽極負荷インピーダンスの値がkに余り影響を与えなV・ことと2），（oLa．

に比しRaノの最小値がかなり大なるた凝）である．またEa＋／Ea一の値：が比較自二大で瓦，に無閣

係であるのも同様に（oLfiに比しRyfの最小値が大なる妬めである．

第　　6　　表

Rp　（K　st）

　100
　　10

　　5

1c

O．227

0．227

0．227

ep

1．06

0．96

0．80

る。／ち。

O．790

0．257

e．ko

易＋／賜一

　〇．9i6

　0．916

　0．916

　（b）　crpg　：1000　pFの場合

　この揚合周波数はCPfi＝5000　pFの場合の約1．8回戦なり，タンク回路のQは約1／1．8倍

となる，第15図（a），（b）及び（c）はそれぞれR，，＝エOOK：Ω，10K：Ω及び5KΩの時の格

子電圧波形であPl，掃引周波数は工5　K：Cである，　R1，＝IOO　KΩの場合正のピーークのつぶれは

Ci，a　・＝　5000　pFの場合よptやや大である．～これは（oLaが1．8倍になり，　CDLvに対するRt　fの

減少の割合が大となったためである．またRp　＝＝10KΩ及び5KΩα）二合やや正弦波が歪んで

いるが，これはCPf，　＝　5000　pFiの時に比しQが減少したためである．然し大体はq、σ篇5000　pF

の場合と瞬様である．

　主な動作量は第7表の如くである．この場合leの値はR2，の小なるほど大であるが，これは

C，，σ　＝　5000　p：Fの場合よりもRfyfがcoLtiに比し小になったためであり，　R，が大なるほどRgf

が小になりhが減少するのである．Eg＋／Ea一が瓦，の大なるほど小になるのも同様な理由で

ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　7　　表：

Rv（Kst）

100

10

　5

乃

O．214

0．224

0．233

ep

1．104

0．986

0．785

Lノ。／ろ、。

e．700

0．245

0．102

島＋／名1＿

O．833

0．916

0．958

　（c）　C■Jp．q＝0の場合

　この場合周波数はCi，a　＝＝1000　P：Fの時の糸ξ」1．5倍であり，　La・，　Laの分布容量及び漂遊二二は

陽極同調型の丁合と同様約800pFである．それ故タンク回路のQは約1／1・5倍になる．第エ6
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図（a），（b）及び（c）はRp＝エOO　Kfl，10　KΩ及び5KΩの時の格子電圧波形であpt，掃引

周波数は20KCである．　Rv　＝＝100　K：Ωでは正のピークのつぶれがCpa＝　5000　pF及び1000　pF

の揚合に較べ大であるが，これはR，fがω窃に比しかなり小になったた』めである．またRl，：

10　KΩ及び5KΩでは前二者に比しかなり歪んでいるが，これはタンク回路のQがかなり低

くなったためである．

　主な動作量は第8表の如くである．この置合の傾向はC，ft＝1000　pFの場合とほぼ同様であ

る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　8　　表

Rp　（K　g一）　1，　ic

　　　　　i

　leo　1　o．207
　　1e　1　O．221

　　5　1　O．240

ep る。／ち。 砺＋／Eσ．．

1．160

0．987

0．755

O．588

0．220

0．egg

O．833

0．902

0．960

　（d）格子回路に直列抵抗及び直列インダクタンスを挿入した場合

　i）　疸列抵抗Rsを挿入した易合　　但しC、、cr＝　5000　pF

　第17図（a）及び（b）はそれぞれR，．1　・＝エOO　K，（lt及び10　KΩの揚合の格子電圧波形であ

る．但しR，　・＝　soOΩである．また（c）ICt　R2，　＝100　K：Ω，　R，　・　SOOO　S）の時の陽極電圧波形で

ある．掃引周波数は何れも6KCである．格子電圧波形はほぼ正弦波であるが，　Rp＝100　KΩ

の離合蔦のピークにやや凹みがある。これはRaノが小なることと，　Rsの電圧降下とが重なった

ためである．陽極電圧波形はRsの値が5000Ωにかかわらす正弦波である．

　主な動作量は第9i喪の如くである．ここでRs＝＝5000　aの1時…はRs＝500Ωの時に：比し，そ

の電圧降下によりfeの低下が大である。

第　　9　　表

Rp　（K｛）） Rs（S｝）

　500

　500
　5000

鳶 ξエ，

1．080

0．955

1．070

乃。／1，。

100

10

1eo

O．195

0．2e6

0．160

　　O．600

　　0．180
L．．9．；？1．8　．．．　．

　ii’）直：列インダクタンスLsを挿入した揚合

　第18図（a）はCpea＝5000　pF，　Rp＝100　KΩ，ム＝25　mffの場合の絡子電圧波形で，掃

引周波数は6K：Cである・（b）はCi｝a　＝＝　O，　Rv＝oo，ム＝15　mHの揚合の格子電圧波形で，

掃引周波数は20KCである．（a）の波形は蔦の部分が歪んで晒るが，これは過電圧状態のため

である．然しバーートレーの削合は陽li亟同調の如く激しV・ギザギザはなV・．これは第13図より明

らかである，（b）は甚だしく波形が乱れてV・るが，これは周波数が高くなってLs及びその分布
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客最の振動回路による自由振動が重畳されてV・るためと，極端な過電圧状態のためである．

　主な動作量は第10表の如くである．この　　　　　　　　　第　10　表

結果はξエ・が非常に大であり・著るしv・過電　　　図　　i　Ic　　．　ξP　　　ltt・／1》・

圧状態である，即ち格子回路・に直列インダク　　　（a）　　　0．185　　　L36　　　0．438

タ。捲挿入すること鳳って庵源電庶＿魚㌧託＿『41『＿1　一一．．．t．l17？＿＿塑勉

pt　neかに高V・交流振幅をうることができる．これはこの場合励振電力が小で，実効陽極負荷イン

ピーダンスが極めて大なるためである．

4．コルピッツ型

実験に使用した回路は第19図の如きもので，LPft＝・　39．　4　mH：．　C2」，　Ca及びR，，は種々の場

合について行った．これを簡単化して

基本波につV、て等価嗣路を描けば第

20図の如くなる．この揚合真察管の内

部抵抗ろ，及び格子陰極間の抵抗Rrf

は基本波に対する値である，この基本

波に対する等価回路をハートレー型q）

場合と同様に一般的の場合に拡張すれ

ば，rt，及びRσfはそれぞ．it　ii，及びら

の函数と1なる．この弊：価回路はハート

レーの潮合と同様であり，ただタンク

回路のインダクタンスと静電客：量とを

交換したのみである，それ故電極電圧

波形及び各動作最の特殴はハ司・レー

2’硝

y”，　（Et）
明「勇）

2tMH

雁』）

2i“f
e、め■f Lm

n・‘乎・）

’メノ

“Kn

”砂

rr

Li“．L一・Ls

　輪

　　拐嶋破彰）

第　19　図

　コロ
「芸”〕：：驚＝漁

｛li）！‘E3　fi＞｝q，　1，　tr｝　，5q，

第　20　図

の場合と同様に説明できる．なお回路の性質上Eσ†／Ea一の値は測定できなかった．

　（a）　OP＝5000　pF，　Og＝10000　pFの場合

Q

　第21図（a），（b）及び（c）はそれぞれR，，＝100KΩ，10　KΩ及び5KΩの時の格・子電圧

波形であり，掃引周波数は6KCである．これらはほぼ正弦波であるが，　R！，＝100　KΩの時疋

のピークがやや平滑でなV、．この理由はバー一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　11表

トレーの揚合と同様である．

　主な動作量は第11表の如くである．leの

値がCpとCf，の比に較べてかなり小である

のはしp‘，とその分布容量（）oによる關有周波

Rp　（KQ） lc
e2， 為。／ろ，。

100

50

　5

O．232

0，228

0．226

1．015

0．925

0．785

e．523

0．193

0．esl

数が発振周波数にやや尽すV・て，Rgfの両端からみた出力インピーダンスがかなり大になつ元た



14 　黒部貞一・田川遼三郎

写真E　コルピッツ型

第21図（a）

14

第21図（b）

第21図（c） 第22図（a）

第22図（b） 第22図（c）



15
　電力発振器の電極電圧波形

写真F　コルピヅツ国

国23図（a）

第23図（c）

「第24図（a）

第25図（a）

15

第23図（b）

第23図（d）

第24図（b）

第25図（b）
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めである．Jeの値はほぼ一定であるが，　Rpが減少するに従V・やや減少する．これはRa，が減少

するに従V・周波数が僅か増加し，L2，ftの実効インダクタンスがやや大となるためである．

　（b）Cp・：1000　pF，0．・　2000　pFの場合

　第22図（a），（b）及び（c）はそれぞれR2、漏エOO　K（ll，10　K：Ω及び5K：Ωの時の格子電圧

波形であP，掃引周波数は15　KCである．この揚合周波数は（a）の揚合の約2倍であP，タン

ク回路のQは約1／2倍になる．波形は（a）の四隅と同様ほぼ了E弦波であるが，R，　＝　loO　Ks）

の場佃三のピークはやや平滑でなv・・　　　　　　第12表

　主な動作量は第工2表の如くである．この

場合leの値はC，，とCaの比に較べ（a）の

場合より更に小になっている．tれは発振周

波数が更に大になって，Ll，flとCoの固有周

R，（KS）．）

　loe
　　10

　　5

1c

O．i42

0．122

0．137

ξ四

〇．998

0．560

0．303

η。／ち、

O．086

e．os7

0．oes3

波数に近すき，Rσからみた出力インピーダンスが更に大になったためである．その結某発振条

件が不充分とts　）1，発振振幅も小となって発振は不安定となる．　Rp対kの関係が一様でないの

はこの不安定のためであろう．砺／Jj，oの値が異常に小になってViるが，これは発振停止の前の状

態を物語っている，～般にコルピッツ型の場合L妙f，とその分布蓉量による固有周波数が発振周波

数に回すV・て，たの値がCi，とCσの比より小になることは注意を要する．

　（c）OP＝5000　pF，σσ罵5000　pFの場合

　CoJとC，，を等しくし，反結合係数kを大とした場合であり，凋波数は（a）の場合の約1．1倍

である．第23図（a），（b）及び（c）はRt，＝100　KΩ，10　KΩ及び5K（）の1晦の格子電圧波

形であり，掃引周波数は6KCである．また（d）はR，、　＝10　KΩの時の陽極電圧波形であP，

掃引周波数は10KCである．格子電圧波形はほぼ正弦波であるが，」配1，＝一100　KΩ及び10　KΩ

の場合正の部分がやや平滑でなv・・また陽極　　　　　第13表

電圧波形は綺麗な正弦波である．

　主な動作：量は第13表の如くである．この

附合瓦，の減少に伴うξp及びη。／1，。の減

少の程．度は他の場合に比し極めて小である．

これはんが非常に大になったためである1）．

　（．d）

　　　　｛旦しOp＝5000　pF，σ9＝5000　pF

　i）　直列抵抗R3篇2000Ωを挿入した山事

R，　（KS））

　100
　　10

　　5

1c

O．436

0．422

e．40s

ξノ，

0．903

0．808

0．740

4。／ろ，。

e．552

e．278

e．153

格子回路に直列に抵抗及びインダクタンスを挿入した場合

　第24國（a）及び（b）はそれぞれRp篇10DKΩ及び10　KΩの場合の格子電1圧波形であ

り，掃引嗣波数は10KCである．この波形の蔦の部分は瓦の電圧降下によって凹みができて

v・る．
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　主な動作量は第14表の如くであるRsの

電圧降下のためkの値はかなり減少してい

る．

　ii）　直列インダクタンス　Ls・：25　mHを

　　挿入した場合

第　14　表

17

Rp（K9一）　，　lc

　100　O．312
　　10　O．286

’・P＿怖／勉

1．e46　1　e．425

0．gg　1　o．115
　　　i

　第25図（a）及び（b）はRp＝＝100　KΩ及びエO　KΩの場合の格子電圧波形であPl，掃引周

波数は6K：Cである．この波形は正の部分，負の部分ともに歪が大であり，正の部分のギザギザ

は過電圧状態によるものであIP，負の部分の小振動はLsとその分布容量による自由振動が重畳

したものである．Rl）＝・100K‘）とエOKΩでは大差なV・．

　主な雑作量は第15表の如くである．イン　　　　　　　　　　第　15　表

ダクタンスを挿入した時は抵抗を挿入した揚

合に：比しleの値：が：大二になってV・るのはインダ

クタγスの電圧降下が抵抗の場合よリノ∫・であ

ることと，

Rp（Kst）

　100
　　10

h

O．447

e．425

ep

l．43

1．3i

lao／　lpo

O．577

0．336

　　　　　コルピッツではインダクタンスを挿入するとleの位相角が0に即すV・て絶対値が大

になるためである2）．ξ，，の値はハr一トレrvの場合と岡様にジi三笠に大で，著るしい過電圧状態であ

る．瓦，＝10KΩにおV・てもξ，，及びIaO／ろ、oが減少しないのは1｛の大なるためである。

5．結 言

　電力発振器回路として，陽極同調型，バー一1・レー型及びコルピッツ型の三種につきそれぞれ回

路条件を種々変えて，格予電圧波形及び陽極窒£圧波形のオシログラムを撮り，また反結合係数，

電圧利用率，痂／恥及びEu＋／Ea一等の動作量を測定した．その結果次のような結論を得た．

　1．陽極電圧波形は大部分の揚合綺麗な正弦波である．但し格子電圧波形が著るしく乱れてV・

　　る時は極めて僅かではあるが歪む．

　2．格子電圧波形は陽極同調型1τおV、ては一般に乱れ，特に陽極負荷インピーーダンスの高V暢

　　含，タンク回路静電容量の小なる揚合にil蔓だしい．正の部分のギザギザは過電圧状態に基く

　　ものであり，負の部発の小振動は過波現：象に於ける窃とその命布容量による自由振動の重

　　畳である．

　3。格子電圧波形はハ・…｝・レー一型及び凱ルピッッ型におV・ては一般にほぼ調三弦波である．然し

　　陽極負荷インピーダンスの大なる時及びタンク隣路静電客量小なる時にやや乱れる．

　4．　コルピッツ型で反結合係数の値がCvとCq．の比よりかなり小になるのはLpvとその分

　　布客量による圃有周波数が発振周波数に近すくためである・

　5．判子回路にぬ列にインダクタンスを挿入した時は著るしい過電圧状態を生する．
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以上の結某，電力発振器を設計する時，格子電圧波形がほぼ正弦波になるようにするのは如何

なる点に注意すればよいかが明らかとなった．

　終りに臨み種k御指導御鞭捲を戴V・た浅見義弘教授に深く感謝の意を表す．
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